


         こんにちは！院長の舟橋です。 

         いつもありがとうございます。 

 

４月になって、いよいよ春らしくなってきましたね！ 

 

暖かい気候に少しずつ活動的になってくるのはもちろんですが、入学式や入社式など新しいエネ

ルギーを感じることが多い季節ということもあって、『何か新しいことにチャレンジしてみたい』

と思う方も多いことでしょう。 

 

私も“今までとは違うこと”にチャレンジしてみたいと思っていたときに、ある人から教えてもら

った『豊かな人生を過ごす秘訣』の話を思い出しました。 

 

その話によると、次の“３つの趣味”を持つと人生がより豊かになるということです。 

 

① ひとりで楽しむ趣味 

② みんな（集団）で楽しむ趣味 

③ 異性と（夫婦で）楽しむ趣味 

 

今まで趣味らしい趣味といえば“ゴルフ”ぐらいでしたから、この話を聞いたときに新しい発見と

妙な納得を覚えてしまいました。②はゴルフがあるとして、①と③が足りないなぁと… 

 

そんなことを友人と話していたときに、ひとつ面白いものを知ってし

まったのです。実は・・・『ラジコン』です。思い立ったが吉日で、早

速やってみることにしました。 

 

過去に中日ドラゴンズの山本昌選手と山崎武志選手が山山杯というのを開催してことがあるぐら

い、好きな人は好きな趣味だとは知っていましたが、やってみたらこれがとても面白いんですね。

時間があれば愛車を走らせたいと思うぐらいに、楽しく取り組んでいます。 

 

ゴールデンウィークもやってきますし、皆さんも趣味の時間を持たれてみてはいかがですか？ 

診療の合間にお話しする時間があれば、ぜひ皆さんの趣味のお話を聞かせてください！ 

 

 

 

 

 ４月８日（日）は 

 代理診療です！ 

院長が勉強会に参加するため、代理診療となります。 

葛島Ｄｒ．が診療を担当します。 

よろしくお願い致します。 

 

 



歯間ブラシを使ってみよう♪ 

 

今回は、ワンランク上のセルフケアを目指して、『歯間ブラシ』をご紹介します。 

 

歯間ブラシはワイヤー（針金）に小さくて細かいナイロンの毛がついた、歯と歯の間を掃

除する用具です。デンタルフロスと同じく、歯ブラシでは取れない歯と歯の間の歯垢を

取ってくれる大変役立つ用具です。 

 

歯間ブラシには、『Ｉ『Ｉ『Ｉ『Ｉ字型字型字型字型』』』』と『Ｌ『Ｌ『Ｌ『Ｌ字型字型字型字型』』』』の２種類があります。 

今回は、『Ｌ字型』歯間ブラシの簡単な使い方をご紹介しましょう。 

 

前歯に使うとき 

歯間ブラシを立てて、前後に数回出し入れする感じでこする。 

 

奥歯に使うとき 

口角（唇のはし）をひっぱるよう横から歯間ブラシを入れ、左右

方向に出し入れするようにこする。 

 

基本的には歯の隙間が多少あるところ、歯ぐきが退縮して下がっ

てしまているところに使ってください。歯のすき間がない場所には

“デンタルフロス”のほうが適しています。 

 

歯間ブラシを使うときには、一回だけ入れて終わってしまうと歯垢は落ちませんので、必

ず数回こするようにしてください。また、歯間ブラシが汚れてきたら、水道水で汚れを洗

い流すようにしましょう。 

 

つまようじでシーハーする習慣は止めて、歯間ブラシで汚れを取る習慣をぜひ身に着けて

欲しいと思います。 

 

４月・５月の連休中の診療について 

 

当院の休診日は、月曜日・木曜日・祝日となりますが、４月・５月の連休中は下記のよう

な診療時間とさせていただきます。何卒、よろしくお願いいたします。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

４／２９ 

昭和の日 

休診 

３０ 

振替休日 

休診 

５／１ ２ ３ 

憲法記念日 

休診 

４ 

みどりの日 

休診 

５ 

こどもの日 

休診 

６ 

 

休診 

７ 

 

休診 

８ 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

休診 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

 

Ｉ字型 Ｌ字型 

通常診療 通常診療 

通常診療 通常診療 通常診療 通常診療 



最先端の治療法“インプラント”を分かりやすく解説します！ 

『インプラント治療を受ける上で・・・』 

 

近年多くの患者さんからご質問・ご相談いただく『インプラント』について、お答えしてい

ます。前回までは、治療の進め方やインプラントの安全性など、患者さんからよくご質問

いただくことにお答えしてきました。 

 

今回は、具体的に治療を考える場合の留意点を簡単にお話したいと思います。 

 

● 入念な治療計画を立てましょう！ 

 

以前にお話したことと重複しますが、入念な治療計画を立てること

が、インプラント治療を成功させる最重要ポイントです。 

 

せっかくインプラント治療を行うのですから、より安全に、より長く使えるようにしたい

ものです。そのためには、しっかりとした治療計画が必要です。無理な計画を立ててしま

うと、治療の途中で挫折することにもなりかねません。 

 

計画を立てる上では、次の３つのポイントに気をつけてください。 

 

① インプラントをどこに何本埋入するのか 

② 治療期間はどのくらいか 

③ 費用はどのくらいかかるのか 

 

● 手術の前にはむし歯と歯周病の治療を済ませましょう！ 

 

インプラントを行う前には、必ずむし歯や歯周病の治療を済ませる

必要があります。お口の中に感染がある場合には、インプラント治療を

してもうまくいかないからです。 

 

特に、むし歯や歯周病が原因で歯を失ってしまってインプラント治療を検討されている方

の場合、その部分は悪くなるリスクが高いとも言い換えられます。 

 

インプラントを埋入したからといってケアが不要なわけではなく、むしろより念入りにケ

アをする必要がありますので、歯みがきの練習もしていきましょう。 

 

● インプラント治療を検討するメリットが大きい方 

 

インプラント治療にはメリットもあれば、デメリットもあります。言い換えると、インプラン

ト治療を受けることにより適した方とそうではない方とがいることになります。 

 

もちろんケースバイケースではありますが、次のような方は、インプラント治療を検討す



るメリットが大きいと言えます。 

 

・ 支える歯が片側にしかないためブリッジによる治療ができない方 

・ ブリッジを支える両側の歯と歯の間隔が広すぎる方 

・ 前歯を失ってしまった方 

・ 奥歯を失ってしまった方 

・ ブリッジのために健全な歯を削りたくない方 

・ 入れ歯に不便さ・面倒さを強く感じる方 

・ 入れ歯の感触に耐えられない方 

・ 入れ歯が原因で会話などの日常生活に不都合を感じている方 

・ 入れ歯自体が大きな心理的ストレスとなっている方 

・ 職業上、歯が固定された状態でないと困る方 

 

現在は治療技術も進歩してきたことで、何本歯を失ってしまったとしても、他の歯に悪影

響を与えることなく治療ができるようになりました。 

 

上記のような症状でお悩みの方がいらっしゃいましたら、一度ご相談ください。 

 

● 治療のあたって注意が必要な方 

 

インプラント治療を受けるにあたって、次のような方は注意が必要です。 

 

・ 強い代謝系疾患（糖尿病・高脂血症・通風など）の症状がある方 

・ 循環器疾患（心疾患・動脈硬化など）がある方 

・ 内分泌機能障害（甲状腺疾患・バセドー病など）がある方 

・ 高血圧の方 

・ 呼吸器疾患（気管・気管支・肺などの疾患）がある方 

・ 腎疾患（慢性腎炎など腎臓の疾患）がある方 

・ 人工透析を受けている方 

・ 出血性素因（自然に出血を起こしやすい症状）がある方 

・ 骨粗しょう症の方 

・ 肝疾患（ウィルス性肝疾患・脂肪肝など）がある方 

・ 妊娠中の方 

 

上記の持病をお持ちの方すべてが治療を受けることができないというわけではありません

が、より安全でより確実な治療のために、持病がある人・妊娠している人・内科的な疾

患がある人は事前に必ずご申告いただくようにお願いします。 

 

身体に病気があっても基本的に手術を受けることは可能ですが、いずれにしても、より万

全を期すためにご自身の内科主治医と相談することが良いでしょう。 

 

また、妊娠中の方は、出産後に治療を始めるほうが良いでしょう。 



あなたの歯を一生涯大切に守るための世代別デンタルケアのお話 

歯並びの良い子に育てるために！ 

 

歯科衛生士の田中愛子です。 

 

３月をもって退職をしましたが、このお話だけはどうしても最後までお伝

えしたかったので、最後のレポートをさせていただきます。 

 

短い間でしたが、大変お世話になりありがとうございました。 

それでは、『歯並びの良い子』に育てるために気をつけておきたいポイントの後編として、

『指しゃぶり』についてレポートしたいと思います。 

 

お子さんの歯並びに関心のある親御さんも多いと思いますが、前編が気になる方は３月号

のバックナンバーをご参照ください。 

 

● なぜ『指しゃぶり』が歯並びを悪くするの？ 

 

① 指で上あごを前に押し出すから 

 

指しゃぶりで最も問題が大きいのは『親指吸引』と言われています。 

この場合、上あごと上の前歯が前に押し続けられる結果、あごや歯が前方に突き出る『上顎

前突』になってしまいます。 

 

② 上くちびるがめくれあがる 

 

指しゃぶりをする子は、鼻づまりがなくてもいつも口をぽかんと開ける傾向があります。 

その結果、口呼吸を習慣化してしまい、上くちびるがしまりなくめくれあがってしまうの

です。 

 

③ あごが狭くなる 

 

指を吸引していると、あごの側面が常に圧迫されるため、あごの横方向への発達が阻害

されます。そのため、きれいな馬蹄形にならずＶ字型のあごになってしまうのです。 

 

④ 上下の歯にすき間ができる 

 

しゃぶっている指の影響で、上の前歯が前に押し出され、下の前歯が内側に引っ込みま

す。そのため、かんだ時に奥歯はしっかりかみ合っているが、前歯は上の歯と下の歯の間

に指の厚さ分のすき間ができる『開咬』という状態になってしまいます。 

 

⑤ 舌癖が始まる 

 

開咬 



上下の前歯の間にすき間ができると、食べ物を飲み込む時に前歯の間に舌を押し付け、は

さむ癖が出てきます。その結果、サ行・タ行・ナ行・ラ行などが舌足らずとなり、発音が

不明瞭になります。 

 

● 指しゃぶりを楽しく卒業しよう！ 

 

ここまで“あごの形をゆがめる癖”のお話を読んで、「指しゃぶりなんて早くやめさせなく

ちゃ！」と焦る人もいらっしゃると思います。 

 

しかしながら、２歳ごろまでの指しゃぶりは生理的なもので、そのままさせておいても問

題ありません。 

 

３歳を過ぎれば乳歯の歯並びに多少の影響がでますが、４歳になるまでにやめさせれば永

久歯への影響はほとんどありません。 

 

つまり、指しゃぶりは「４歳の誕生日までに卒業」が目安です。 

 

では、どうすれば指しゃぶりをやめさせることができるでしょうか？ 

 

それは、「ボンヤリした時間」「ヒマな時間」を作らないことです。 

 

・外で思いっきり遊ばせること 

・家ではたくさんの手遊びや家事のお手伝い 

・寝るときには手をつないで添い寝 

 

お母さんには大変なことだと思いますが、３ヶ月間頑張ってみてください！！ 

きっと楽しい気持ちで指しゃぶりを卒業できることでしょう。 

 

☆ 指しゃぶりを楽しく卒業するアイディア集 ☆ 

 



永田 晶子 

加藤 淳子 

名古屋市西区幅下１丁目１３－１８ αビル１Ｆ 

℡ ０５２－５５１－２２２１ 

http://www.sindental.com/ 

竹川 加歩 

 

 

 

 

 

 

そろそろお花見の季節ですね。 

みなさんは毎年、お花見しますか？ 

私は滅多に行かないので、 

どこが良いスポットなのか・・・ 

どこかおすすめスポットがあったら 

ぜひ教えてください！！ 

 

 

 

 

私のおすすめの花見スポットは、 

五条川の桜です。 

桜並木があってすごくきれいで、 

見てると圧倒されます。 

近くに清洲城があるので、 

写真を撮ったりするのにも 

絶好の場所だと思います！ 

みなさん、ぜひ行ってみてください。 

 

 

 

オススメのお花見スポット… 

去年も書いたと思いますが、 

私は毎年山崎川に行きます。 

子供の保育園のお迎えに行ってからなので、 

いつも夕方です。 

平日の夕方ですが、 

ワンちゃんのお散歩の方や公園もあるので、 

子供さんもけっこうみえます。 

とってもキレイなので、 

みなさんぜひ行ってみてください！ 

          

 

スタッフコラム 

 『“オススメのお花見スポット”』 


